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勤労者世帯における消費支出の動向

 一家政学を担当する背景情報として一

   4. 世帯の有業人数別に関する検討

河野光子・前田 弘＊

1. はしがき

 この一連の報告はまず家政学の各教科を担当する背景情報として. 学生か育った期間に起

こった経済変動が学生に及ぼした影響を調べ. 次いで本学の学生の主な出身地である中国地方

と九州地方における経済変動が他の地方におけるそれと比べてどのような相対的立場にある

かを明らかにすることを日的とする. 1980｛fから1997年までの「家計調査年報」に見られる勤

労者世帯における世帯主の年齢階級別t:' '収入階級Xll L)及び地方別:11の1世帯当たり年平均

1か月の項目別支出に関する資料を用い主成分分析及び(歴)年に対する1次及び2次の回

帰分析及び消費支出に対する1次回帰分析を行い種々の傾向が分かった. その代表的なもの

は次の通りである:(1)それぞれの基準によって分けられた世帯によって各(支川)斎日に当

てられた支出はほとんどの場合(歴)年に対してほぼ直線的な増加を示した. (2)しかし

食料・家具及び被服に当てられた支出は. '90年を最高とし以後わずかながら滅少した. こ

れはバブル経済崩壊の影響の現れであると考えられる. (3)これら3項目に当てられた支出は. 

特に世帯主が50歳以下の世帯において減少したのでそれぞれの入学年次の学生の'90年にお

ける年齢を考えるとすでに卒業した学生は感受性が高かった年齢において、その影響を受け

なかったと考えられる. しかし現在の学生からさらに今後入学してくる学生では被服に当

てられた支出と次いで食料に当てられた支出の減少の影響を強く受けているだろう. (4＞また. 

ここで扱った1980年から1997年までの18年問では教育に当てられた支川の伸びが特に大き

かった. (5)しかしこれは主に大都市圏において起こった現象で(5)本学の学牛の主な出身

地である中国地方と九州地方では教育に当てられた支出の個1びが低かった. (6)しかし. 九

州地方では伸び続けたが11i国地方では96年に減少しはじめた. これらの地方出身の自宅通

学生をJ'F. 体とする本学ではその影響が憂慮される. 

水産大学校名誉教授
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2. 材料及び方法

 分析に用いた資料は. 家計調査年報4:の巾の1980年は第14表「核家族世帯の有業人員別1

世帯当たり年平均1か月間の収入と支出(勤労者. 世帯)」'81年は第14表「(核家族世帯)有業

人員別1世帯当たり年平均1か月間の収入と支出(勤労者世帯)」82年から「97年までは第15

表「(核家族世帯)有業人員別1世帯当たり年平均1か月間の収入と支出(勤労者世帯)」であ

る

 この資料は勤労者世帯における1か月当たりの消費支出並びに食料・住居・光熱水道(以

後光熱と略す. 以下同様)・家具家事用品(家具)・被服履き物(被服)・保健医療(保健)・

交通通信(交通)・教育及び教養娯楽(教養)の10項日の各々に当てられた支出よりなり

世帯はその有業者の人数により核家族・共働き及び世帯主のみの3つの型に分けられている. 

本報ではこれを(世帯の)有業人数型と呼ぶ. 

 前帯と同様これらの資料を用いて1か月当たりの支出の経年変化に関する主成分分析と

回帰分析を行った. 

3. 結果及び考察

3. 1主成分分析

次の4通りの主成分分析を行った:(1)各有業人数型の世帯によって同一の項目に当てられ

た支出の経年変化に関する分散・共分散を計算ベースとした分析(項目別. 10通り〉. (2)相

関係数行列をヘースとした分析(項目別10通り)(3)同一有業人数型の世帯によって各項目

に当てられた支出の経年変化に関する分散・共分散行列をベースとした分析(有業人数別3

通り)及び(4)相関係数行列をベースとした分析(有業人数別3通り)

3. 1. 1各有業人数型の世帯によって同一項目に当てられた支出の経年変化に関する主成分分

   析(図1一図3)

 この分析はそれぞれの項目に当てられた支出の経年変化に見られる有業人数鉱油の共通性

と違いを抽出することを目的とする. 

 変数は3個しかなくしたがってゴ三成分分析で扱うには適さないEいずれの行列を計算ベ田畠

スとした分析においても第1主成分の寄与率が高く最低(相関係数行列をベースとした家

具に当てられた支出に関する分析)でもO. 9を越えた. この主成分の因子得点の経年変化の型

によって(支出)項目は次の3つのグループに分けられる(いずれの行列を計算ベースとし

ても結果は同じである):(1)住居・光熱・保健及び交通(年に対してほぼ直線的に増加する)
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図1. 各有業人数型の世帯によって同一の項目に当てられた支出に関する主成分分析で得られた因子得
   点の経年変化(分散・共分散行列ベース). 

     注 縦軸は因子得点横軸は(歴)年最初は1980年に相当する. 

       カッコ内の数値は各主成分の寄与率. 
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図2. 各有業人数型の世帯によって同一の項目に当てられた支出に関する主成分分析で得られた因子得

   点の経年変化(相関係数行列ベース). 
     注 縦軸は因子得点横軸は(歴)年. 最初は1980年に相当する. 

      カッコ内の数値は各主成分の寄与率. 
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図3. 同一項目に当てられた支出の経年変化に関する主成分分析で得られた因子負荷量の有業人数型に
よる違い. 

  注 両軸は±1. 横軸は第1主成分の閃子負荷量

    ●につけた文字は有業人数型. 
縦軸は第2主成分の因子負荷量

            (次頁につづく)
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(2)食料・家具及び被服Cgl年までは増加するが以後は減少する)及び(3)消費支出・教育

及び教養(両者の中間型). これは前報の結果と一致する. 

 いずれの項日に関する分析においても. 第1主成分の寄与率は⊥に近くこの主成分の各有

業人数型の世帯による支出に対する因子負荷量は1に近い. すなわち各有業人数型の世帯に

おいて各項目に当てられた支出は項目特有の型の経年変化をするがそのパターンに関する

有業人数型問の差異は認められない. 

3. 1. 2 同一有業人数型の世帯によって各項目に当られ支出の経年変化に関する主成分分析(図

    4一図6)

 この分析では変数が9個あるにもかかわらず分散・共分散行列をベースとした分析結果に

おいていずれの有業人数型の世帯による支:出に関しても主成分の寄与率は0. 9以上であり

その因子得点は年に対してほぼ直線的に増加する傾向を示した. 

 91年以後に支出の減少する傾向が第2主成分として抽出された. これは. いずれの有業

人数型の世帯でも91年以後支出か減少する食料・家具及び被服の3項目が含まれるためで

ある. しかしその寄与率は0. 05からO. 06でこの傾向は無視してよい. 

 相関係数行列をベースとした分析結果は第1主成分の寄与率がO. 86から0. 88第2主成分

の寄与率が約0. 1と第1主成分の寄与率がやや低くなるが実質的にはほとんど変わらない
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図4. 同一有業人数型の世帯によって各項目に当てられた支出に関する主成分分析で得られた因子得点
  の経年変化(分散・共分散行列ベース). 

    注 縦軸は因子得点、横軸は(歴〉年. 最初は1980年にヰ11当する. 
      カッコ内の数値は各主成分の寄与率. 
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同一有業人数型の世帯によって各項目に当てられた支出に関する主成分分析で得られた因子得点
の経年変化(相関係数行列ベース). 

  注 縦軸は因子得点横軸は(歴)年最初は1980年に相当する. 

   カッコ内の数値は各主成分の寄与率. 

とみなせる. 

 これらの分析によって得られた第1主成分と第2主成分の各変数に対する因子負荷量を示す

図6によれば被服・家具及び食料の3項1］に当てられた支出に対して. 第2主成分の因子負

荷量が他の項目に当てられた支出に対するより大きく住居・光熱・交通及び保健に当てられ

た支出に関するそれは. 負の値をとる. これはいずれの有業人数型の世帯による支出に関し

ても共通して見られる. これらの意味はすでに前報に記した. すなわち主成分分析では支出

の経年変化に関して有業人数型の世帯間には差は見いだせなかった. 

3. 2各有業人数型の世帯によって各項目に当てられた支出の(歴)年または消費支出に対す

  る回帰分析

 項日によって分けた主成分分析ては項目別支出の経年変化に関して3つの有業人数型の間

の差は見いだせず有業人数型によって分けた主成分分析では食料・家具及び被服以外の各

項口に当てられた支出は年に対してほぼ直線的に増加することが分かった. 項目と有業人数

型による増加程度の差を見出すために(歴)年に対する支出の回帰分析を行った. その結果を

表1に示す. この表に示す1次回帰武を用いて'80年と'97年において各項目に当てられた支出

を推定し. この表に付記した. 本報に用いたデータは数値化できない3つの有業人数型に分け

られているので. 世帯主だけが有業である世帯を標準とみなしそのような世帯に見られる傾

向と比べて他の有業人数型の1り滞による支出がどのような関係にあるかをわかり易くするため
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に80年と'97年における支出の推定値を. 世帯主だけが有業である世帯によるそれらで割り

比率として表2に記した. これらの表から次のことがわかる:一般にいずれの項目に当てられ

た支出に関しても. 次に記す以外は3つの有業人数型の問には支出に差があるとみなせない. 

この比率が正. 1以上を. μヒ帯主だけが有業である世帯に比べて支出が多いとみなし0、9以下の

場合を少ないとみなすと. 共働きの世帯によって被服・交通及び教育に当てられた支出は80

年と'97年ともに多く. 教養に当てられた支出は「8〔〕年には多かったか'97年には多いとみなせ

なくなった。なかでも共働きの円鞘によって教育に当てられた支H・1は特に多かったしかし. 

共働きの世帯1こよって保健に当てられた支出は少なかった. これらの現象に関して種々の可能
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勤労者世帯における消費支出の動向 4

性が考えられる. また同じ世帯でも子供の成長に伴って3つの有業人数型の間の移動か考え

られる. しかしここでは計算結果だけを記す. 

 '80年から「97年までの18年間の11・1び率(鋤/」tl。ただし」ljiは97年における支出一kuは80年

における支出とする)は. これまでにも記したように項目によって大きく異なるtしかし有

業人数型の間で伸び率に10％以上の差が見られるのは共働きの世帯によって教育に当てられ

た支出と他の有業人数型によるそれの問だけである. 

表2. 世帯主型による支出に対する各型の世帯による支出の比

  及び80年から「97年までの伸び率

世帯主型による支出に対する比

@ '80年 '97年

辱80年かち97年までの
@  伸び串

食料 核家族
､働き
｢帯主

1. 03

P. 06

P. 00

1. 05

P. 07

P. 00

1. 21

P. 18

k. 18

住居 核家族
､働き
｢帯主

0. 98

O. 95

P. 00

o. 93

O. 91

P. 00

2. 39

Q. 42

Q. 53

光熱 核家族
､働き
｢帯主

1. OL

n. 99

P. 00

1. 03

O. 99

P. 00

1. 43

k. 40

P. 40

家具 核家族
､働き
｢帯主

1. 06

P. 07

P. 00

璽、06

P. 02

P. 00

L26
P. 20

P. 26

被服 核家族

､働き
｢帯主

1. 09

P. 14

P. 00

1. 08

P. 14

P. 00

L22
P. 23

ﾊ. 23

保健 核家族
､働き
｢帯主

0. 96

O. 87

P. 00

0. 92

O. 84

P. 00

量. B9

P. 90

P. 97

交通 核家族
､働き
｢帯主

1. 05

P. 12

P. 00

1. 07

P. 16

P. 00

1. 96

Q. 00

P. 93

教育 核家族
､働き
｢帯主

1. 06

P. 28

P. 00

1. 07

P. 44

P. 00

2. 30

Q. 57

Q. 28

教養 核家族
､働き
｢帯主

1. 02

P. 董2

P. 00

0. 99

P. 05

P. 00

1. 78

P. 73

P. 84

注  伸び率 ＝ kW/hL・ ただし PS ば97年における支出の推定値
  heは'80年における支出の推定値とする

 年に対する2次回帰式はすべて001の水準で有意とみなせる. しかし2次項が3つの有

業人数型の世帯による支出のすべてに関して有意とみなせたのは食料・住居・家具及び被服

に当てられた支出だけである住居に当てられた支出は年に対する直線的な増加を上回る増

加を示した. 食料に当てられた支出が減少に転じたのは93年から95年までで. 3つの有業人

数型の問では. 共働きの世帯における減少が他の型の世帯におけるそれに比べて約2年早かっ

た. 家具に当てられた支出が減少に転じたのは92年か93年被服に当てられた支出が減少

に転じたのは‡91年で共働きの世帯では他の有業人数型の枇帯に比べてやや遅く起こった. 
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教育と教養に当てられた支出に関して核家族と世帯主だけが有業である型の世帯では有意

とみなせる2次回帰式から求めた支川が減少に転じた年はここで扱った(97年まで)より遅く

97年まででは支出の鈍化という型であるとみなされる. しかし. 共働きの世帯では年に

対して直線的な仲びを保った. これら以外の項目に当てられた支出では2次項は有意とみな

せず したがって. 支出は年に対して直線的に増加したとみなせる. この分析の主な目的は

3つの有業人数型の間に見られる支出の経年変化傾向の違いを見出すことである. この点に関

して共働きの世帯は他の有業人数型の世帯に比べて食料・家具及び被服に当てられた支出

の減少が起こりはじめた年が異なることが分かった。

 3つの有業人数型の差が最もよく現れるのは表1の右に示す消費支出に対する回帰式であ

る. 消費支出は年とともに変わり同じ年でも3つの有業人数型の問で異なると考えられる. 

したがっていくつかの消費支出額を仮に設定し各段階における各項目に当てられた支出の

推定値を比較することはあまり意味がない. 

 1次回帰係数は消費支出の増加のうちで各項目に振り当てられた金額の占める比率を表す. 

この値によって次のことが分かる:世帯主だけが有業である世帯による支出に関する回帰係

数を基準としそれと±10％以上の差が見られるのは次の項日である:

  多い   核家族一  なし

       共働き一教育

  少ない  核家族一 住居・教養

       共働き一 食料・住居・光熱・家具・保健・教養

 ここで先の記載とみかけの食い違いが見られるのは共働きの世帯による消費支出が他の

世帯におけるそれに比べて多いためである. 先の記載は支出額に見られる傾向でTここの記載

は消費支出増加に対する割合に関する記載である. すなわち世帯主だけが有業である世帯に

比べて共働きの世帯では消費支出の増加の中で被服と交通に振り当てた割合は変わりない. 

しかしそれ以外に振り当てた割合は世帯主だけが有業である世帯におけるそれよりも小さ

く支出の増加は教育に対して重点的に振り向けられたとみなせる. 

4. 結 論

 主成分分析では各項目に当てられた支出の経年変化に関して3つの有業人数型(核家族・

共働き及び世帯主だけ)の問に差異は見いだせなかった. しかし各項目に当てられた支出の

(歴)年及び消費支出に対する回帰分析によって3つの有業人数型による差は次の点に関

して見いだせた:(1)共働きの世帯によって教育に当てられた支出は. 世帯主だけが有業であ

る世帯による支出に比べて多く. (2)しかも'8〔〕年から'97年の間の伸びも大きい. (3＞共働き

の世帯ではバブル経済崩壊の影響の現れはじめた年が. 他の有業人数型の世帯におけるそれ
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と異なりt食料に当てられた支出の減少は2年早く家具と被服における減少はやや遅く現れ

た. (4)共働きの1止帯では. 他の有業人数型の世帯に比べて消費支出の伸びの中で教育に振

り当てられた支出の割合が大きい. それらの理由・機構あるいは影響について種々の可能性が

考えられるがここではあえてそれらには触れない. 

5. 要 約

 世帯を有業人数によって核家族・共働き及び世帯主だけの3つの型(有業人数型)に分け. 

80年から97年までの問に見られる各項目に当てられた支出の経年変化に見られる有業人数型

問の差を見出すために. 主成分分析と年及び消費支出に対する回帰分析を行い. 次のことが分

かった:

1. 同じ忌日に当てられた支出の経年変化に関する主成分分析(3つの有業人数型×L8年 to

  通り)の結果によればそれぞれの項目に当てられた支出はいずれの有業人数型の世帯で

  もほぼ同様な経年変化をしたとみなせる

2. 有業人数謡言の支出の経年変化に関する主成分分析(9項日×・L8年3通り)によれば

  同じ有業人数型の世帯が各項日に当てた支出はどの項目に関しても年に対してほぼ直線

  的に増加するというほぼ同様な締年変化をする. 

3. 各項目に当てられた支出の年に対する回帰式によれば世帯主だけが有業である世帯に比

  べて共働きの世帯によって教育に当てられた支出は多く. '8⑪年から97年目での18年間

  における伸びでも共働きの世帯によって教育に当てられた支出の仰びは、世帯主だけが胸

  業であるll」滞:におけるそれよりも大きい. 

4. 共働きの世帯は他の有業人数型の世帯に比べて食料に当てられた支出の減少は約2年早

  く家具と被服に当てられた支出の減少はやや遅く起こった. 

5. 消費支出に対する回帰式によれば世帯主だけが有業てある10滞に比べて共働きの阯帯で

  は支出の伸ひは教育に重点的に振り当てられた、
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